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　土地には土地ごとの歴史があり、課題があり、美点がある。

沖縄戦の影響は、基地問題や戦争PTSDといった直接的なも

のにとどまらず、文化や暮らしを今も揺るがしている。長寿世

界一を誇った食文化がアメリカナイズされたこともその一例だ

し、戦時下で破壊された鉄道路線が復活しなかったこともそ

うだ。

　さらに現在、沖縄はアルコール依存、高い一人親率、子ども

の貧困、教職員の精神疾患や休職増加、高い失業率、若年層

の県外流出、観光依存による産業の不安定さや低所得など、

数々の課題を抱えている。

　もちろん沖縄には、これらを上回る固有の素晴らしさが数

多くある。しかし未来に向けて「よりよく変わる努力」は、その

美点をもう一度輝かせる契機ともなるはずだ。

　愛媛県愛南町は、かつて町の存続が危ぶまれるほど深刻な危機

に直面していた。2004年の大企業工場撤退で失業者があふれ、少

子高齢化が町を急速に衰退させていった。

　そうした中、町の精神科「御荘病院」は2016年6月、すべての病棟

を閉鎖し「御荘診療所」として再出発した。これは精神科医と仲間た

ちの、地域が生き延びるための覚悟を決めた挑戦だった。

　人口減少と高齢化という構造的課題に対し、精神科医療の転換

を地域再生の第一歩とした愛南町の試みは、私たちに大きな示唆を

与える。

　地域の医療や福祉が、単なる支援にとどまらず、地域社会そのも

のを変える力になり得るのか。̶ ̶“地域”とは何か、そして“いきる”

とは何かを、いまあらためて考えたい。

大会テーマ「“地域”と、“いきる”」


